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天
美
西
三
丁
目
の
芝し
ば
公
民
館
に
接
し
て
、

安あ
ん

楽ら
く

寺じ

が
建
っ
て
い
ま
す
。
東
本
願
寺
を

本
山
と
す
る
真
宗
大
谷
派
で
す
。
江
戸
時

代
前
半
の
延え
ん

宝ぽ
う

七
年（
一
六
七
九
）、
先せ
ん
勝し
ょ
う

に
よ
っ
て
開
基
さ
れ
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
前
半
ご
ろ
ま
で
、
今
の
油ゆ

上か
み
・

芝
地
区
の
天
美
西
一
〜
八
丁
目
あ
た
り
は

河
内
国
丹た
ん

北ぼ
く

郡
砂す
な

村
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
現
在
、
天
美
我
堂
七
丁
目
に
あ
る
真

宗
大
谷
派
の
善ぜ
ん

正し
ょ
う

寺じ

は
、
摂
津
平ひ
ら

野の
（
大
阪

市
）・
城
じ
ょ
う連れ
ん
寺じ

村（
天
美
北
）を
経
て
、
元げ
ん
和な

二
年（
一
六
一
六
）に
砂
村
に
移
っ
て
き
ま
し

た（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」
47
）。
さ
ら
に
、
善

正
寺
は
寛か
ん
永え
い

十
八
年（
一
六
四
一
）、
現
在

の
我
堂
村
に
移
る
の
で
す
が
、
そ
の
の
ち
、

砂
村
は
油
上
村
と
芝
村
に
分
か
れ
て
い
き

ま
し
た
。

　
東
本
願
寺
の
記
録
に
、
寛か
ん
文ぶ
ん

三
年（
一
六

六
三
）四
月
、「
由ゆ

上か
み

村
惣
道
場
施せ

福ふ
く

寺じ

」と
あ

り
ま
す
の
で
、
寛
文
三
年
ま
で
に
は
、
油

上
村
の
名
と
真
宗
大
谷
派
の
施
福
寺
が
法

灯
を
伝
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す

（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」202
）。
し
か
し
、
こ
の
頃
、

芝
村
に
は
寺
院
が
な
く
、
ま
だ
、
砂
村
の

地
名
も
併
存
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
安
楽
寺
本
堂
に
、
本
尊
の
阿
弥
陀
如
来

像
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
隣
り
に

宗
祖
親し

ん

鸞ら
ん

聖
人
絵
像
が
掛
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
寺
に
は
、
絵
像
を
お
さ
め
た
木
箱
が

残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
箱
書
に「
御
開
山

様  

貞じ
ょ
う

享き
ょ
う

二
年
六
月
十
四
日  

善
正
寺
下  

河か

州し
ゅ
う

砂
村
惣
道
場
安
楽
寺
」と
あ
り
ま
す
。
創

建
の
延
宝
七
年
か
ら
六
年
後
の
貞
享
二
年

（
一
六
八
五
）
に
安
楽
寺
に
下
付
さ
れ
た
も

の
で
す
が
、
先
に
砂
村
に
あ
っ
た
善
正
寺

が
安
楽
寺
の
創
建
に
も
関
わ
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。

　
こ
の
時
期
、
す
で
に
油
上
村
が
成
立
し

て
い
ま
し
た
が
、
芝
で
は
、
箱
書
か
ら
も

砂
村
が
依
然
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
安
楽
寺
で
は
、
延
宝
七

年
に
東
本
願
寺
十
六
世
と
な
っ
た
一い
ち

如に
ょ

上

人
の
絵
像
も
下
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
如
は

元げ
ん

禄ろ
く

十
三
年（
一
七
〇
〇
）に
亡
く
な
り
ま

す
が
、
こ
こ
に
も「
一
如
上
人   

河か

刕し
ゅ
う

砂
村  

惣
道
場
安
楽
寺
」と
裏
書
が
あ
り
、
元
禄
前

後
で
も
砂
村
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
旧
本
堂
は
、
元げ

ん

文ぶ
ん
五
年（
一
七
四
〇
）

二
月
に
再
建
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、

明
治
三
十
八
年（
一
九
〇
五
）や
昭
和
二
十
二

年（
一
九
四
七
）
に
屋
根
の
修
理
な
ど
が
行

わ
れ
、
昭
和
六
十
一
年（
一
九
八
六
）
十
一

月
に
現
本
堂
が
新
築
さ
れ
た
の
で
す
。
こ

の
時
、
山
号
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、「
芝し

宝ほ
う

山ざ
ん
」と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
堂
に
あ
が
る
と
、
喚か
ん
鐘し
ょ
うが
吊
さ
れ
て

い
ま
す
。
池い

け
の
間ま

と
よ
ぶ
表
面
に「
河
内
丹

北
郡
芝
村   
安
楽
寺
」「
天て
ん
明め
い

八
年
八
月
」「
願

砂
村
に
受
け
継
ぐ
真
宗
大
谷
派

延
宝
・
元
禄
期
の
青
石
の
墓
石
群

西
田
　
孝
司

（
松
原
市
文
化
財
保
護
審
議
会
）

芝
村
に
創
建
さ
れ
た
安
楽
寺

主
秀
意
」
と
あ
り
、
別
の
面
に
も「
干
時
天て
ん

保ぽ
う

三
壬
辰
四
月
」「
再
寄
付
之
」「
伊
兵
治  

元

右
衛
門
」と
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。
天
明
八
年

（
一
七
八
八
）
に
つ
く
ら
れ
た
鐘
が
、
天
保

三
年（
一
八
三
二
）に
再
鋳
さ
れ
た
の
で
す
。

天
明
年
間
で
は
、
も
う
砂
村
は
使
わ
れ
ず
、

芝
村
と
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
境
内
の
南
西
隅
に
九
基
の
自
然
石

が
ま
と
ま
っ
て
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
も
、
草
創
期
ご
ろ
の
墓
石
で
す
。
最
も

古
い
も
の
は
、
延
宝
八
年（
一
六
八
〇
）
に

亡
く
な
っ
た「
釋
尼
妙
清
」
墓
で
す
。
つ
い

で
、
元
禄
二
年（
一
六
八
九
）
七
月
十
七
日

の「
釋
浄
意
」墓
を
は
じ
め
、
元
禄
三
年
、
九

年
、
十
二
年
、
十
四
年
と
元
禄
年
間
の
年
号

を
持
っ
て
い
ま
す
。
市
内
で
は
、
江
戸
時
代

前
半
の
墓
石
は
少
な
く
、
貴
重
な
歴
史
遺
産

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
う
え
、
そ
の
形

状
が
一
般
的
な
墓
碑
で
は
な
く
、
自
然
の
青

石
で
あ
る
こ
と
も
特
徴
的
で
す
。

　
明
治
時
代
に
入
っ
て
、
安
楽
寺
二
十
一
代

の
砂す
な
本も
と

光こ
う

照し
ょ
うは
文
化
八
年（
一
八
一
一
）よ
り

明
治
十
一
年（
一
八
七
八
）
ま
で
の
略
記
と

と
も
に
、
過
去
帳
を
残
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

光
照
は
寺
子
屋
で
教
鞭
を
と
っ
た
後
、
明
治

八
年（
一
八
七
五
）
九
月
に
は
、
二
年
前
に

で
き
た
今
の
天
美
小
学
校
の
教
員
と
も
な
り
、

明
治
三
十
四
年（
一
九
〇
一
）
十
月
ま
で
の

二
十
六
年
間
、
つ
い
で
三
宅
小
学
校
で
も
一

年
十
一
カ
月
、
教
育
を
に
な
い
ま
し
た
。

　
光
照
は
、
今
の
寺
の
興
隆
を
支
え
た
住

職
と
し
て
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
学
問
僧

だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

安楽寺（天美西3丁目）　山門前
は、芝から油上に通じる古道。
芝の集落は、この道の両側に発
達した。

安楽寺（天美西3丁目） 山門前

「芝村安楽寺」銘の
喚鐘　本堂軒下に
吊される。

延宝・元禄期の青石の墓石群　
元々本堂の西側、いちょうの木
の下にあったが、昭和61年の
境内整備にあわせて、まとめら
れた。

「御開山様」箱書　本堂に祀ら
れる親鸞聖人絵像をおさめ
たもの。貞享2年（1685）。今
回の調査で見い出された。

「一如上人」絵像
　延宝～元禄年
間に東本願寺か
ら下付されたと
思われる。本像
は今回の調査で
見い出された。
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